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倉敷市教育委員会 様 
                                                                                                 岡 山 県 倉 敷 市 立 工 業 高 等 学 校 

校 長 越 宗 哲 生     印 
 

令和元年度学校自己評価について、次のとおり報告します。 
 

学 校 自 己 評 価 報 告 書 

 
４段階評定（A：目標を十分に達成 B：ほぼ目標を達成 C：やや不十分 D：改善を要する） 

来年度の重点取組（学校自己評価を踏まえた今後の方向性） 
 

 

学 校 教 育 目 標 
生徒理解をすべての教育活動の根幹とする 
(1)「生徒の未来」シートの充実 
(2)生徒連絡会の充実 
(3)教員研修の充実 

主体的に学ぶ喜びを体感させる（授業） 
(1)市工版スタンダードの推進 
(2)わかる授業・ものづくり学習の推進 
(3)授業規律徹底の推進 
(4)パフォーマンス評価研究の推進 

自己肯定感を持たせる（自主） 
(1)生徒会活動、クラス活動、委員会活動、部活動など、

自主的活動の推進 
(2)地域連携、社会貢献活動の推進 
(3自主的活動などの情報発信の推進 

将来の自分の姿を描かせる（進路） 
(1)進路ノートの有効活用と系統的なキャリア教育を実践 
(2)就労支援による「働きかつ学ぶ」生活スタイルの実践 
(3)各種検定の取得に向けた取組の推進 

重点 
項目 

具体的取組 達成基準 達成状況 
評
価 

改善方策 

生徒 
理解 

 
 
 
・「生徒データツール」を有効に活用している。 
・生徒数の減少と共に、生徒の学力差、学習意
欲の差が大きく、不登校経験者、 特別な支
援が必要な生徒、他校中退者、原級留置の生
徒など多様な生徒が在籍している。 

・集団行動が苦手、授業を途中で退席するなど、
指導が入りにくい生徒がいる。 

・生徒の特性を理解する取り組みはあるが，十
分に活用されていない。 

・自らの健康の維持や安全確保について、十分
な自覚のない生徒もいる。 

・教職員が熱心且つ親身になって生徒指導、支
援を実践している。 

・機械科と電気科に別れクラスが再編成される
ことで、クラスの雰囲気が変わり、不安要素
を抱えている。人間関係に不安を抱える生徒
が在籍している。 

・各種調査やアンケート、生徒連絡会や教育相
談研修会を行い、生徒の実態把握や生徒情報
の共有化を行っている。 

 
 
 

・生徒データツールを積極的に活用し、各部署と連携
して個々の生徒の特性、情報を共有することができ
た。 

・学校自己評価アンケート(教職員）の結果で評価する。 
Ａ:教職員アンケートで「取組みを実施」「取り組みに

対する改善が見られた」等、高評価が過半数以上。 
 B:左記のことに取り組んだ。 
C:何も取り組んでいない。 

・健康診断の受診率が高まった。保健だよりを毎月発
行する。 

・学校自己評価アンケート（生徒用）の「内容がわかりやすく、楽しい授業が多い。」の質問
項目の評価が◎以上で、昨年度よりも改善されている。（教務課） 

・健康診断の受診率は本年度もほぼ１００％であった。(H30 97.3％ R1 99.3％） 
 保健だよりも活用しながら、再検査対象者の再検査（要治療者の受診率）が向上した。 
 （歯科治療率 H30 11.8%  R1 27.0%）（全体治療率 H30 10.3% R1 35.3%）(庶務課） 
・生徒データツールについては、入力及び活用をしている方としていない方に分かれるが、
生徒の未来シートに入力をしたり、独自の方法で記録をされている方もおられると思われ
る。情報の記録・管理・共有等を一つに集約することは難しいが、できるだけデータツー
ルに入力及び活用をして頂き、生徒連絡会での情報を共有する際の資料になればよいと考
える。(人権相談課） 

・生徒指導上、重大な案件はなかったが、日ごろの指導で人権相談課や多くの教員と情報共
有し連携した指導を行った。（生徒課） 

・生徒連絡会や授業を通じて個々の生徒情報の共有ができている。（電気科） 

Ａ 

・市工版学習のスタンダードの普及とルー
ブリックの活用が必要である。 

・生徒本人への声かけや担任との情報共有
を密にして更なる受診率の向上を図る。 

・今後も生徒データツールや未来シート等
への入力及び活用をお願いする。 

・生徒データツールや生徒の未来シートの
あり方､活用等について検討する。 

・より先生方が入力及び活用しやすいツー
ルについて課内で検討する。 

・教員からの声掛けは勿論のこと、生徒と
教科担任とが話しやすい環境を日常生活
の中で培っていく必要を感じる。 

・生徒連絡会や日々の授業等での生徒の情報を共有す
ることができた。 

・学校自己評価アンケート(生徒用）の「内容がわかり
やすく、楽しい授業が多い。」の項目の結果で評価
する。 

・連携し指導を行うことができた割合で評価する。 
 A：100% B：75～99% C：74%以下 

・学期に１回設定されている生徒連絡会(全生徒)と中学校訪問報告会(１年生)は、予定通り
開くことができ、 資料を基に情報を共有することができた。疑問点や生徒､授業の様子を
その場で確認できた。 

・生徒連絡会に間に合わなかった情報等は、連絡会や職員会議等で連絡した。 
・学校生活アンケートを実施し、係が丁寧に確認の後、担任に報告、必要に応じて対応した。 
 大きな問題にはなっていない。アンケート項目の文言について、担任からリクエストのあ
ったものを係が早急に対応した。(人権相談課) 

・生徒の情報を速やかに共有出来ている。（２年団） 

Ａ 

・次年度も生徒連絡会を設定し、全教職員
がそろって生徒の様子を知る場を作る。 

・併せて日々の連絡会や職員室内での雑談
等での情報共有も大切にする。 

・次年度も同様に学校生活アンケートを実
施し、生徒の様子や困難を確認する。 

 アンケート項目の文言も、必要に応じて
変更する。 

・教員のカウンセリング技術が向上し、より深く生徒
理解ができるようになった。 

・教員間の連携を深め、個々の生徒の特性、情報を共
有している。 

・生徒情報を把握し、クラス、部活動、担当教科にこ
だわらず、多数の生徒に関わることができた。 

・前年度より欠席、欠課、遅刻、早退数が減少した。 

・SCによるミニ研修を課内でもったが、発達障害の内容に終始したため、次年度はカウンセ
リングについてのミニ研修も検討する。 

・職員室内での教員間での生徒の情報共有は、図られた。聞きえた情報を係が生徒データツ
ールに入力したり、情報を全体に流したりと、双方向での動きができた。今後も継続する。 

・必要に応じてSCやSSWの活用もできた。生徒や保護者からのSCへの面談依頼が少なかっ
た。SCによる授業参観を昨年より多く行えた。(人権相談課) 

・関わることができているが、生徒情報をより把握する努力が必要である。(機械科） 
・部活動、担当教科等、生徒情報を把握し、多数の生徒に関わることができた。（３年団） 
・進路に向けて、欠席、欠課、遅刻が全体的に減った。（４年団） 

Ａ 

・雑誌月刊「学校教育相談」や「アイユ」、
「であい」を職員室内中央本棚に置いて
いる。先生方に適宜活用していただく。 

・SCによるミニ研修のテーマにカウンセリ
ングを検討する。 

・必要に応じてSCとSSWの活用を行う。ま
た適宜SCによる授業参観も行っていく。 

授業 

 
 
 
 
・以前より落ち着いて前向きな姿勢で教員の話

を聞くことができる生徒もいるが、 授業規
律が守れない生徒、特別な支援や配慮が必要
な生徒もいる。授業形態、指導方法、指導内
容の工夫改善の必要が考えられる。 

・コミュニケーションに課題を感じ、人前での
発言を苦手とする生徒が多い。 

・授業を受けるためのマナーが不足している。 
・基礎学力が乏しい生徒や合理的配慮を必要と

する生徒が在籍している。 
・普通教科では TT による授業が多い。専門教
科の実習では少人数のショップに分かれた
授業により手厚い指導が行われている。 

・積極的なICT機器を活用した授業が実践され
ている。 

・ゼロハンカー大会への参加が継続している。        
・学習環境が整備され、ものづくりのできる環
境が構築されてきている。 

・安全を意識した取組みができている。 
 
 
 
 

・「倉市工版スタンダード」を取り入れた授業改善が
でき、基礎学力が向上した。 

・学校自己評価アンケートの「内容がわかりやすく、
楽しい授業が多い。」の質問項目 

 Ａ：評価が◎以上。 Ｂ：左記のことに取り組むこ
とができた。 Ｃ：何もしなかった。 

・生徒課の教員が授業見学を行った。 
Ａ：３回 Ｂ：２回 Ｃ：１回 

・昨年度以上の公開授業参観数。教員の ICT 活用指導
力の予備調査の「ICTを活用して指導する能力」の分
析結果が昨年度以上。 

・多くの先生方に市工版学習のスタンダードにそった授業をしていただけた。 
・公開授業で見学に来られた先生方から熱意があって分かりやすいという評価を得た。 
 学校自己評価アンケート（生徒用）の「内容がわかりやすく，楽しい授業が多い。」の質
問項目の評価が◎以上で，昨年度よりも改善されている。（教務課） 

・校内巡視を兼ねて授業見学を複数回行い、生徒課の教員は３回以上の授業見学を行った。
（生徒課） 

・遅刻、早退、入室届の手続きが確実にできた。（４年団） 

Ａ 

・来年度も継続して実施する。 
・市工版学習のスタンダードの普及とルー
ブリックの活用が必要である。 

・授業見学を積極的に行い、指導に困って
いる教員の助けになるよう努める。 

・授業前後に全員が挨拶できるようになる。 
・学習環境が整備され、生徒が安心・安全に実験実習
や授業に取組めた。 

・学校自己評価アンケートの結果で評価する。 
 Ａ：分かりやすく、楽しい等、高評価が過半数以上。 
 Ｂ：左記のことに取り組んだ。 
 Ｃ：何も取り組んでいない。 
・実験、研究した成果を課題研究発表会で発表できた。 

・黒板に張る授業の目標と流れの活用により、分かりやすくなったと感じている生徒がいる。 
（人権相談課） 

・実習場の環境を整備中である。けがが複数件あった。（機械科） 
・実習器具工具の整理整頓ができ、安全に実習を行うことができた。（電気科） 
・「ともしび」、映画鑑賞は実施前・修学旅行においてスケジュール通りに日程を運ぶことが 
できた。（４年団） 

Ａ 

・安全教育、環境整備を継続して取組む。 
・私物の整理整頓を心がけることから安全
教育が始まることを指導することが重要
である。 

・業者の選定を慎重に行えば、安心して任
せることができる。 

・教科担当の指示に従い、授業規律が守られている。 
・ 授業中にスマホを使わない。授業中に飲食をしない。 
・授業前後の挨拶がきちんとできるようになった。  
・学習環境が整備され，必要なものが準備されている。 
・生徒が安全を意識した取組みができるようになる。 
・遅刻、早退、入室届の手続きが確実にできる。 

・もう少し努力が必要な生徒もいるが、概ねできた。（機械科） 
・授業前後挨拶や準備、学習環境を生徒自ら行う等規律ある授業を行っている。（電気科） 
・落ち着いた態度で挨拶ができている。（１年団） 
・授業中の飲食をする生徒はいない。授業中に携帯電話を使用する生徒がいるが、教員の注 
意・指導に素直に従っている。（２年団） 

・遅刻、早退、入室届けの手続きをきちんとできている。授業の途中抜けや説諭指導をうけ 
ることなく、実習では実習服を着用している。（３年団） 

Ａ 

・授業中の携帯電話の使用について、注意・
指導されることがないよう、授業中のルー
ルについて指導を徹底する。 
・授業の始まりで、スマホをすぐに切るこ
とができない生徒がいた。次年度は切り替
えをさらに早くするよう注意したい。 
・継続して指導にあたる。 

自主 

・夢や希望、生活全般において目標を持てず、
自主性や自己肯定感が乏しい生徒が少なか
らず在籍している。長期欠席等集団生活に慣
れていない生徒も多い。 

・コミュニケーション能力の不足により、自分
の考えを正しく伝えることが出来ないた
め、人間関係に苦労する生徒が多い。 

・不登校やいじめ経験者、自分の意見を発表す
ることが苦手な生徒もいる。 

・部活動や地域の活動等を通じて、自己肯定感
を強く感じている生徒もいる。 

・高度な国家資格等資格取得に向け努力して
いる生徒がいる。 

・生徒会行事を充実させるため、アンケートを
実施し、改善に努めている。 

・生徒の活躍等を HP に掲載するなど広報活動
を活発に行っている。 

・「働きかつ学ぶ」生徒を支援する補助金や給
食が活用されている。 

・昨年度と比較して、基礎学力向上、資格取得のサポ
ート進路実現のための講座数が増加した。 

・健康診断の受診率。保健だよりの毎月発行。ともし
びへの生徒投稿率、映画鑑賞会の出席率が増加した。 

・各行事毎に実施したアンケートを集計し、検討した
割合で評価する。 
Ａ：１００％ Ｂ:７５～９９％ Ｃ:７４％以下 

・ものづくりコンテストの挑戦やテクノフォーラムに
向けた取組みを自主的に行う生徒が増えた。 

 
・資格取得のための勉強に取り組む生徒が増えている。資格係からのお知らせや図書館の資
格テキストコーナーの設置の成果が目に見える形として表れてきた。（教務課） 

・各行事においてアンケートを実施、検討を行った。（生徒課）・健康診断の受診率は本年度
もほぼ１００％であった。当日未受診者（１名）の受診を粘り強く促した。声かけや保健
便りの活用で、再検査対象者の検査率が向上した。 

・給食参加率は昨年同様に年度当初からは低下し、60から70％程度で推移している。 
・補助金の申請も２学期当初から周知を行い、提出率の向上に努めたが、昨年より減少した。 
（前年25人が今年度14人）特に第２回目の提出での減少が大きかった。（庶務課） 

 

Ａ 

・少人数なので、当該生徒担任と連携しな
がら、こまめな声かけやPRで受診をサポ
ートする。 

・給食便りなども活用して、参加を促す。 
・補助金については最終締め切りに間に合 
うように書類の提出準備に担任、保護者 
の協力を求める。 

・キャリア教育として資格取得やオープン
講座以外に自主的に生徒が取組める新
たな活動を検討したい。 

・授業の中で、課題解決や自分の考えをまとめ発表す
る機会が増加した。 

・就労率が向上し、ものづくりコンテストや各種競技
会へ参加することができた。 

・自分の役割の内容を理解し、適切な時期に適切な行
動をすることができる。自信が持てるようになった。 

・自発的に動ける生徒が増えた、その中で、数名の生徒は自分たちで考えたデザインで学年
Tシャツを製作した。まだ自発的には動けない生徒も、声掛けをすれば動くことができる。 

（１年団） 
Ｂ ・クラス替えによりメンバーが変わっても

継続できるよう指導していきたい。 

・ＨＰを利用し、タイムリーに情報を発信でき、生徒
の活躍が報道機関に取り上げられた。 

・本校への入学希望者が増加した。 
・生徒の活躍等をHPに掲載するよう努めた。入学希望の学校見学者が増加した。（教務課） Ｂ ・継続して広報活動を行っていく。 

進路 

 
 
 
 
 
・キャリア教育を充実させるため、外部講師に
よる講演会や専門学校等の説明会を実施し
ている。 

・学校周辺に、勤労先が比較的多いこともあ
り、多くの生徒が就労している。 

・近くに工業地帯があり、技能者の協力が得や
すいという利点がある。 

・将来の進路は、就職希望の生徒が多い。 
・資格の取得にも力を入れており、授業時のみ
ならず、放課後にも資格取得に向けた補習が
行われている。 

・求人票や職場体験等から得られる情報から
適切な進路選択ができていない。 

・自分の進路について早期に考え、その目標達
成に向けた取組みができない生徒が多い。 

・発達障害の診断がある生徒は、就労や卒業後
の進路に不安がある。 

・規範意識を持たせるため、特に頭髪指導を徹
底している。 

 
 
 
 

・生徒自身が、卒業後の進路について考えることが出
来ている。明確に自分の進路に希望を持てている。 

・LHRなどで「進路ノート」を計画的に活用することが
できた。 

・４年次での希望通りの進路決定、進路実現ができ
た。就職試験の合格率（一次）が８０％を超えた。 

・学校自己評価アンケート（生徒用）の「就職・進学
などに関する進路指導(キャリア教育)を行ってい
る。」の項目結果で評価する。 
Ａ：学校自己評価の結果が「〇」以上。Ｂ：左記の 
ことに取り組んだ。Ｃ：何も取り組んでいない。 

・頭髪指導ができた回数で評価する。 
Ａ：６回  Ｂ：４～５回  Ｃ：３回以下 

・進路相談の実施,、進路ノートの各学年どの有効活用を行い、進路意識を持たせる。 
・進路相談、個人面談を実施し、生徒自身が、卒業後の進路について考えることができ、明
確に自分の進路選択が行えた。 

・応募前職場見学を積極的に行い、４年次での進路決定、進路実現ができた。就職試験の一
次合格率が８５％であった。（進路課） 

・専門講師による外部機関との連携で、発達障害に関する研修を受けた。特別支援学校との
連携で、発達障害のある生徒に対する就労や指導について助言をいただく道筋ができた。
（人権相談課） 

・４年次での希望通りの進路決定、進路実現を大部分の生徒ができた。就職試験の合格率（一
次）が８０％であった。（機械科） 

・半数以上の生徒が具体的な進路希望を持っている。（２年団） 
・進学、就職に向けて自分の目指す分野を具体的に考えることができている。（３年団） 
・多くの生徒が進路に向けて努力ができたが、本人と保護者の意向も汲んでのことだが３名
の進路が決まっていない（４年団） 

Ａ 

・進路希望を持っていない生徒に対して、
面談やホームルーム等で進路指導を行
い、できるだけ早く進路希望を持たせる。 

・進路が未定の生徒がいる。面談等を繰り
返し、早い段階での進路意識を持たせる
ことが必要だ。 

・就職先や進学先に拘ることなく，個に応
じた適切な進路指導がなされることが望
まれる。 

・進路実現に向け、生徒と密なコミュニケ
ーションを取って指導にあたっていく。 

・進路意識を高める取り組みを早い段階で
行う。 

・進路について理解を深め、４年次までに自分の進路
目標を決定できた。 

・アルバイト先訪問により、雇用主と連携をとって、
就労意欲・学習意欲を喚起することができた。 

・就労率を維持、または向上することが出来た。 

・就労調査を４月と９月に実施。外部機関とも連携し、就労指導を進めている。４月調査で
は５２％であったが、９月調査では７４％に向上した。（進路課） 

・就労率はM3:１００%、E3:６７%であった。（３年団） 
Ａ ・支援を継続し、就労率のさらなる向上を

目指す。 

・自主的に資格を受験する生徒が前年度より増加し
た。補習に生徒が自主的に参加した。将来の進路決
定に生かすことができた。 

・資格取得については、取得数で評価する。 
 Ａ：前年度資格取得数を上回る。 Ｂ：左記のこと
に取り組むことができた。 Ｃ：何もしなかった。 

・ジュニアマイスター、工業教育技術顕彰、職業教育
技術顕彰を取得することができた。 

・電気科３年生において第二種電気工事士試験（技能）に向けた取組みがしっかりできた。
筆記試験不合格者も自主的に参加し、飛躍的に士気が高まった。２名が合格した。 

・ものづくり大会「電気工事部門」に出場し学習の成果を発揮することができた。下学年に
も多大な影響を与えた。学校としての収穫は非常に大きい。(電気科) 

Ａ 

・資格試験に合格することやコンテストに
出場することだけを目標とせず、その取
組みを通して様々な困難を乗り越えてい
く力を育むことに重点を置いた指導が、
生徒の学習意欲を高めている。 

 

生徒理解：「生徒の未来」シートの充実と推進を継続する。 SSWや SCとの連携強化、生徒連絡会や教育相談研修会などの充実を図る。 

授  業：「市工版学習スタンダード」の実践、授業改善の取組みを継続していく。ゼロハンカー・アクアポニックス・ロボットなど、ものづくり学習の充実と推進を図る。 

自  主：生徒会活動や部活動に積極的・意欲的に参加できるように指導する。ボランティア活動や環境教育を積極的に参加するよう計画する。 

進  路：計画に基づいたキャリア教育の推進を図る。また、資格取得の取組みや在学中の就労指導が、進路選択に繋がるように指導を継続していく。 


